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やはり初期の作品が面白い  

 山村美紗作品は初期のものほど

レベルが高い。後期も京都を舞台に

した作品が数多く生み出されてい

るけれども、初期作品の方が「本格

もの」らしい謎解きを楽しむことが

できる。『ベスト表』の上位にきて

いるものは１９７０～８０年代に

書かれたものが多い。 

 以前の『代表作』の号では『花の 

 

 

 

 

 

 

 

 「どの順番」・『代表作』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棺』『消えた相続人』『黒の環状線』

の三作を取り上げた。今回はそれら

に続く順位の『百人一首殺人事件』

と『エジプト女王の棺』を取り上げ

ることにした。共に山村美紗らしい

テーマで楽しめる。 

 ここ数年の間に私の住む市の図

書館では山村美紗作品が開架書棚

から閉架書庫に移されつつある。多

くの人の目にする機会が減るのは

残念な気がする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山村美紗『ベスト表』(再掲) 
 トリックメーカーとして知られた山村美紗の『ベスト表』を再度取り上

げてみることにする。今もってテレビドラマにも使われているようで、京

都を中心にした日本らしい舞台が人気の秘密になっているのかも…。 

『エジプト女王の棺』    １９８０年光文社カッ

パノベルス。本書は京都も舞台になっているが、エジプトにも話が広が

る壮大でスケールの大きな展開が読みどころの作品。 

 冒頭にプロローグのようにしてエジプト大使館員の大原正吾が自動

車事故で亡くなる話が登場する。訪ねてきた娘・麻子がカイロに到着し

た夜に…。「カノピック・ジャー」という言葉を残して…。「カノピック・

ジャー」とはミイラの内臓を入れる容器のことらしい。次に第二のプロ

ローグのような京都でのエジプト展会場での出来事の話が出てくる。館

長の細川のところに「展示品のカノピス容器がニセモノにすり替えられ

るから注意せよ」との電話が入った後、実際に容器に手をかけた人物が

逃げようとする途中で毒死する事件が起きた。この二つの話の後、二年

後の本論がスタートする。大学を卒業した麻子は中学校の教員となり、

生徒を引率して京都旅行に出掛ける。夜に女子生徒のひとりが宿舎の屋

上から墜落死することに。「エジプト、ミイラ」の言葉が残る。 
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《山村美紗作品のベスト表》 

１．花の棺 

２．消えた相続人 

３．黒の環状線 

４．百人一首殺人事件 

５．エジプト女王の棺 

６．鳥獣の寺 

７．マラッカの海に消えた 

８．小野小町殺人事件 

９．燃えた花嫁 

１０．京都大原殺人事件 

１１．京都嵯峨野殺人事件 

１２．京都鞍馬殺人事件 

１３．京都紫野殺人事件 

１４．京都不倫旅行殺人事件 

１５．京都化野殺人事件 

１６．ガラスの棺 

１７．ヘアデザイナー殺人事件 

１８．扇形のアリバイ 

１９．京都葵祭殺人事件 

２０．京都新婚旅行殺人事件 

２１．京都花見小路殺人事件 

２２．京都茶道家元殺人事件 

２３．目撃者ご一報ください（短） 

２４．京舞妓殺人事件 

２５．ゴールドコーストの遺品 

２６．女相続人連続殺人事件 

２７．京都東山殺人事件 

２８．京都婚約旅行殺人事件 

２９．小京都連続殺人事件 

３０．京友禅の秘密（短） 

３１．京都旅行殺人事件（短） 

３２．京都西陣殺人事件 

３３．京都十二単衣殺人事件(短) 

３４．不倫家族殺人事件 

３５．京都夏祭り殺人事件 

３６．シンガポール蜜月旅行殺人事件(短) 

３７．札幌雪まつりの殺人(短) 

３８．愛の海峡殺人事件 

３９．京都祗園殺人事件 

４０．赤い霊柩車(短) 

４１．葉煙草の罠 

４２．京都西大路通り殺人事件 

４３．清少納言殺人事件 

４４．受験戦争殺人事件 

４５．龍野武者行列殺人事件 

４６．伊勢志摩殺人事件 

 

 

 

 

『百人一首殺人事件』    １９７８年光文社カ

ッパノベルス。キャサリン・シリーズの第二作になる。海外からやって

きた人物が日本の文化に触れる設定がちょうどよいのかもしれない。 

 浜口一郎とキャサリンは大晦日に京都八坂神社へ。「おけら詣り」の

様子を見ていると、人ごみの中に倒れている人が。若い晴れ着姿の女性

が破魔矢で胸を射られた形で亡くなっていた。京都府警の狩谷警部たち

が登場して捜査が始まる。破魔矢は昨年のもののようで、金属製の柄な

どに変えられてあった。死者の着物の袂には四角い紙片が入っており、

そこには「やくやもしほのみもこかれつつ」という藤原定家の歌「来ぬ

人を松帆の浦の夕なぎに焼くや藻塩の身もこがれつつ」の下の句が書か

れていた。この後、「百人一首の会」に話が続いていき、密室の中で殺

人事件が起きる流れに進んでいく。山村美紗作品の中では大作に属する

分量で、それなりに複雑に入り組んだストーリーになっている。 


